
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
六
十
七
回
）

「松ま
つ

浦ら

川
（現
・玉
島
川
）に
遊
ぶ
」

・
万
葉
集
第
五
巻
に
は
大
宰
帥
（
大
宰
府
長
官
）
大
伴
旅
人
が
松
浦

川
に
遊
ん
だ
時
に
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
一
連
の
歌
が
載
る
。

・
松
浦
川
は
、
九
州
の
北
部
、
佐
賀
・
福
岡
両
県
の
県
境
に
ま
た
が

る
山
地
「
背
振
山
地
」
の
荒
川
峠
付
近
に
源
を
発
し
佐
賀
県
唐
津

市
東
部
を
流
れ
唐
津
市
浜
玉
町
浜
崎
か
ら
唐
津
市
と
福
岡
県
糸
島

市
に
囲
ま
れ
た
玄
界
灘
（
唐
津
湾
）
に
注
ぐ
全
長
約
１
６
ｋ
ｍ
の

今
の
玉
島
川
で
あ
る
こ
と
が
通
説
で
あ
る
。

・
松
浦
川
（
現
・
玉
島
川
）
は
「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」
等
に
神
功

皇
后
が
朝
鮮
（
新
羅
）
出
兵
の
と
き
に
、
玉
島
の
里
（
現
・
唐
津

市
浜
玉
町
玉
島
）
付
近
を
流
れ
る
松
浦
川
で
石
の
上
に
立
っ
て
鮎

を
釣
っ
て
武
運
の
成
否
を
占
っ
た
と
い
う
「
神
功
皇
后
の
鮎
釣
り

伝
説
」
で
有
名
で
あ
る
。
こ
の
神
功
皇
后
が
鮎
を
釣
る
た
め
に
釣

り
糸
を
水
に
垂
れ
て
立
た
れ
た
と
い
う
「
垂す

い

輪り
ん

石せ
き

」
の
石
碑
が
近

く
の
公
園
内
に
置
か
れ
て
い
る
。（
本
シ
リ
ー
ズ
第
十
五
回
に
詳
細

記
述
）



（
写
生
地
）
万
葉
集
に
詠
わ
れ
る
松
浦
川
（
現
・
玉
島
川
）
中
流
域
に

位
置
す
る
唐
津
市
七
山

な
な
や
ま

（
上
柳
瀬
）
の
渓
谷
を
流
れ
る
清
流
「
玉
島

川
」
を
描
く
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
杏

花
）

・「
松
浦
川
に
遊
ぶ
」
の
一
連
の
歌
は
大
宰
帥
・
大
伴
旅
人
が
管
内
巡

幸
の
お
り
に
神
功
皇
后
伝
説
が
伝
わ
る
松
浦
川
の
故
地
を
訪
れ
た

際
に
鮎
を
釣
っ
て
い
る
美
し
い
少
女
ら
に
会
い
，
そ
の
少
女
達
と

贈
答
し
た
と
い
う
形
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
，
旅
人
が
松



浦
川
で
釣
り
を
し
て
い
る
少
女
を
見
て
，
仙
女
を
想
像
し
た
か
，

あ
る
い
は
神
功
皇
后
の
鮎
釣
り
伝
説
を
思
い
起
こ
し
て
作
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
の
説
が
あ
る
。

・
万
葉
集
に
は
「
松
浦
川
に
遊
ぶ
」
の
一
連
の
贈
答
歌
は
十
一
首
が

載
る
。
次
の
歌
は
そ
の
内
の
贈
答
歌
各
一
首
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 

～
私
が
贈
っ
た
歌
一
首
～

１
）
松
浦

ま

つ
ら

な
る

玉
島
川
に

鮎あ
ゆ

釣
る
と

立
た
せ
る
子
ら
が
家
路

い

へ
じ

知
ら
ず
も

巻
五
―
８
５
６

（
解
説
）
松
浦
の
玉
島
川
に
鮎
を
釣
る
と
て
立
っ
て
い
る
子
ら
の
家
に

ゆ
く
道
が
わ
か
ら
な
い
、（
知
り
た
い
も
の
だ
。）

～
娘
ら
の
報こ

た

ふ
る
歌
～

２
）
松
浦
川

七
瀬

な

な

せ

の
淀よ

ど

は

よ
ど
む
と
も



我
は
よ
ど
ま
ず

君
を
し
待
た
む

 
 
 
 
 
 
 

巻
五
―
８
６
０

（
解
説
）
松
浦
川
の
多
く
の
瀬
に
あ
る
淀
は
よ
ど
も
う
と
も
、
私
の
心

は
よ
ど
む
こ
と
な
く
、
あ
な
た
を
お
持
ち
し
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
文
献
）

・
日
本
古
典
文
学
大
系
「
萬
葉
集
二
」、
滝
口
弘
著
「
九
州
の
万
葉
」
等

「
玉
島
川
へ
の
公
共
交
通
機
関
等
」

 
 

・
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
（
福
岡
市
～
唐
津
市
）「
浜
崎
駅
」
で
下
車
、
昭

和
バ
ス
で
南
下
し
約
１
０
分
玉
島
川
河
口
部
に
至
る
。

 
 

さ
ら
に
玉
島
川
に
沿
っ
て
通
る
国
道
３
２
３
号
線
（
佐
賀
市
内

～
唐
津
市
内
）
に
沿
っ
て
運
行
す
る
バ
ス
で
万
葉
故
地
が
続
く

唐
津
市
浜
玉
地
区
か
ら
七
山
地
区
へ
至
る
。


